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福
岡
市
情
報
プ
ラ
ザ
（
福
岡
市
役

所
１
階
）、
文
化
観
光
情
報
ひ
ろ

ば
（
ア
ク
ロ
ス
福
岡
２
階
）、
福

岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

▼
受
験
申
込
期
間　
７
月
１
日（
火
）

～
７
月
31
日
（
木
）

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
介
護
支
援
専

門
員
協
会

　

☎
４
３
１
・
４
５
８
５

▼
受
験
資
格　
平
成
26
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
高
等
学
校
卒
業
後
２

年
以
内
の
人
お
よ
び
平
成
27
年
３

月
ま
で
に
、
高
等
学
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人

▼
申
込
期
間　
７
月
15
日
（
火
）
～

24
日
（
木
）

　

※
受
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書

は
、
裁
判
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

司
法
書
士　

手
嶋
竜
一　

　

☎
０
９
４
２
・
２
３
・
６
０
７
７

　

介
護
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る

人
お
よ
び
従
事
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
開
催

し
ま
す
。

▼
実
施
時
期　
平
成
26
年
11
月
５
日

（
水
）～
平
成
27
年
２
月
27
日（
金
）

の
指
定
さ
れ
た
水
・
金
曜
日

▼
場　
所　
第
７
岡
部
ビ
ル　

会
議

室
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
２

の
20
の
15
）

▼
募
集
定
員　
４
人
（
申
込
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
費　
用　
２
万
円
（
テ
キ
ス
ト
・

保
険
料
な
ど
）

▼
申
込
期
限　
９
月
30
日
（
火
）

▼
問
合
せ
先

　

麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

　

☎
４
３
２
・
６
２
６
６

▼
試
験
日　
10
月
26
日
（
日
）

▼
受
験
申
込
書
の
配
布
時
期　
７
月

31
日
（
木
）
ま
で

▼
受
験
申
込
書
の
配
布
場
所　
県
の

各
保
健
福
祉
事
務
所
、
県
庁
介
護

保
険
課
、
各
市
町
村
介
護
保
険
課
、

　

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

　

☎
６
７
１
・
６
８
３
１

　

福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
、
ま

た
は
福
祉
に
関
心
が
あ
る
人
が
対
象

で
す
。
求
人
情
報
が
あ
る
事
業
所
が

参
加
し
て
、
個
別
に
面
談
を
行
い
ま

す
。

▼
日　
時　
８
月
８
日
（
金
）

　

セ
ミ
ナ
ー
11
時
30
分
～
12
時
30
分

　

面
談
会　

13
時
～
16
時

▼
場　

所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
３
の
１
の
７
）

▼
対　
象　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ

の
就
職
希
望
者
お
よ
び
平
成
27
年

３
月
末
の
大
学
、
専
門
学
校
卒
業

予
定
者

▼
参
加
費　
無
料

▼
託　
児　
あ
り

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
社
会
福
祉
協

議
会　

人
材
・
情
報
課

　

☎
５
８
４
・
３
３
１
０

　

連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商
法
）

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
日
時　
７
月
27
日
（
日
）

　

10
時
～
16
時

▼
相
談
方
法　
電
話
相
談

▼
相
談
電
話
番
号　

　

☎
７
２
４
・
９
５
０
５

▼
問
合
せ
先　

情
報
い
ろ
い
ろ

情
報
い
ろ
い
ろ

　

子
ど
も
た
ち
が
緑
を
体
験
し
、
緑

に
親
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

▼
日　
時　
８
月
２
日
（
土
）
13
時

30
分
～
16
時

▼
場　
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
（
春
日
市
原
町
３
の
１
の
７
）

▼
参
加
対
象

　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
募
集
人
数　
30
人

▼
申
込
方
法　
電
話
申
込
み

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ

ー
管
理
事
務
所

　

☎
０
９
４
３
・７
２
・
１
１
９
３

　

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、
親

子
で
裁
判
所
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
裁
判
官
や
裁
判
員
が
実
際
に
使

用
し
て
い
る
法
廷
な
ど
を
、
肌
で
感

じ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

▼
日　
時

　
①
８
月
19
日
（
火
）
10
時

　

②
８
月
19
日
（
火
）
13
時
30
分　

③
８
月
20
日
（
水
）
10
時

　

④
８
月
20
日
（
水
）
13
時
30
分

▼
場　
所　
福
岡
地
方
裁
判
所

　
（
福
岡
市
中
央
区
城
内
１
の
１
）

▼
募
集
対
象　
小
学
５
・
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
（
先
着
40
組
程
度
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法　
事
前
の
電
話
申
込
み

を
随
時
受
け
付
け

▼
問
合
せ
先　
福
岡
地
方
裁
判
所
事

務
局
総
務
課

　

☎
７
８
１
・
３
１
４
１

　

保
健
、
医
療
、
福
祉
施
設
へ
の
就

業
を
希
望
す
る
人
お
よ
び
県
内
の
求

人
施
設
を
、
対
象
と
し
た
求
人
求
職

合
同
面
談
会
で
す
。

▼
日　
時

　

①
７
月
26
日
（
土
）
13
時
～
16
時

　

②
平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）
13

時
～
16
時

▼
場　
所　
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福

岡
市
東
区
馬
出
４
の
10
の
１
）

▼
問
合
せ
先

　

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
３
１
・
１
２
２
１

　

身
近
な
物
語
を
テ
ー
マ
に
し
た
題

材
で
、
も
め
ご
と
の
解
決
方
法
に
つ

い
て
、
弁
護
士
と
一
緒
に
学
び
ま
す
。

▼
日　
時　
８
月
23
日
（
土
）
13
時

～
16
時
30
分

▼
場　
所　
西
南
大
学
法
科
大
学
院

（
福
岡
市
早
良
区
西
新
６
の
２
の

92
）

▼
募
集
対
象

　

福
岡
県
内
の
中
学
生
・
高
校
生（
先

着
１
０
０
人
程
度
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
方
法　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
fbeen.jp/

）
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
弁
護
士
会

　

☎
７
４
１
・
６
４
１
６

　

相
続
登
記
や
会
社
設
立
な
ど
の
登

記
相
談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者

問
題
、
借
金
な
ど
の
多
重
債
務
問
題
、

訴
訟
、
成
年
後
見
な
ど
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
日　
時　
８
月
３
日
（
日
）
10
～

16
時

▼
相
談
料　
無
料　

１
件
30
分
（
予

約
不
要
、
先
着
順
、
定
員
あ
り
）

▼
会　
場　
天
神
ビ
ル　

第
５
・
６
・

７
号
会
議
室
（
福
岡
市
中
央
区
天

神
２
の
12
の
１
）

▼
問
合
せ
先　
福
岡
県
司
法
書
士
会

福
岡
東
支
部
事
務
局

　

☎
６
６
３
・５
５
３
０

　

福
祉
用
具
の
選
定
に
必
要
な
知
識

と
、
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習

で
す
。

▼
定　
員　
25
人

▼
申
込
受
付　
電
話
受
付
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

▼
講
習
期
間　
９
月
21
日
～
10
月
26

日
の
日
曜　

全
６
回　

9
時
～
17

時
30
分
（
終
了
時
刻
は
日
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
）

▼
会　
場

　

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会
（
福
岡

市
東
区
千
早
５
の
３
の
１
）

▼
受
講
料

　

３
万
８
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
・

材
料
代
・
消
費
税
込
み
）

▼
問
合
せ
先

お
知
ら
せ

夏
休
み
裁
判
所

親
子
見
学
会

司
法
書
士
の
日
記
念
相
談
会

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

福
祉
用
具
専
門
相
談
員

指
定
講
習
会

ジ
ュ
ニ
ア
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

２
０
１
４
in
福
岡

▼
第
１
次
試
験
日　
９
月
14
日（
日
）

▼
問
合
せ
先　
福
岡
地
方
裁
判
所

　

事
務
局
人
事
課

　

☎
７
８
１
・
３
１
４
１

▼
受
験
資
格　
昭
和
63
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

▼
受
付
期
間　
７
月
28
日
（
月
）
～

８
月
15
日
（
金
）

　

※
受
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書

は
、
福
岡
県
町
村
会
総
務
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

▼
採
用
予
定
人
数　
２
人
程
度

▼
問
合
せ
先

　

福
岡
県
町
村
会
総
務
課

　

☎
６
５
１
・
１
１
２
１

俳　

句
（
紫あ
ぢ
さ
ゐ

陽
花
・
蜘く

も蛛
一い
っ
さ
い切
）　
　
　
　

須
恵
俳
句
会

○
俯ふ
か
ん瞰
し
て
一
渓
埋
め
し
濃こ

紫
陽
花
　
　
　

鶴
内　
　
　

惠

○
紫
陽
花
や
大
輪
ひ
と
つ
苑え
ん

統す

べ
る
　
　
　

印
藤　

ヨ
シ
子

○
押
入
れ
の
隅
に
囲
を
張
り
蜘
蛛
の
住
む　
　

松
薗　

ハ
ル
エ

○
紫
陽
花
の
毬ま
り

青
々
と
雨
の
磴と
う

　
　
　

渡
辺　
　

素
子

○
蜘
蛛
の
子
や
追
ふ
目
及
ば
ず
散
り
に
け
り　

稲
永　
　

道
子

○
沿
線
に
紫
陽
花
見
え
て
箱
根
か
な　
　
　
　

森　
　
　

節
子

○
蜘
蛛
の
囲
に
輝
や
き
並
ぶ
今
朝
の
露　
　
　

世
利　

百
合
子

○
枕
元
不
気
味
に
這は

へ
る
袋
蜘
蛛　
　
　
　
　

木
山　
　
　

享

○
紫
陽
花
に
偲
ぶ
笑
顔
や
兄
逝
き
ぬ
　
　
　

雪
野　
　

朝
子

○
紫
陽
花
は
蜂
巣
に
季
節
移
ろ
ひ
ぬ
　
　
　

長
﨑　
　

瑞
竹

○
蜘
蛛
の
囲
と
い
た
ち
ご
っ
こ
に
門
扉
開
く　

合
屋　
　

恒
子

川　

柳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
現
代

○
指
先
が
手
拍
子
に
の
る
島
踊
り　
　
　
　
　
　

池
田　
　

遊
歩

○
黄よ

泉み

路じ

ま
で
追
う
冤え
ん
ざ
い罪
の
後
ろ
指　
　
　
　

長
﨑　
　

瑞
竹

○
く
い
込
ん
だ
結
婚
指
輪
は
ず
れ
な
い　
　
　

伊
藤　
　

可
笑

○
生
み
終
え
て
娘
の
顔
に
光
さ
す　
　
　
　
　

坂
本　
　

け
い

○
母
の
息
貰
い
予
定
日
待
つ
胎
児　
　
　
　
　

山
本　
　

む
つ

○
ゴ
キ
ブ
リ
に
生
ま
れ
た
だ
け
で
こ
の
仕
打
ち　

上
田　
　

多
門

○
生
ま
れ
き
て
ヒ
ト
の
命
と
な
る
牛
馬　
　
　

川
鍋　
　

房
子

○
苦
し
く
も
笑
顔
生
ま
れ
る
君
が
好
き　
　
　

杉
原　
　

一
生

○
再
生
を
信
じ
て
千
の
風
に
な
る　
　
　
　
　

池
田　
　

茂
代

夢
現
代
会
員
募
集　

毎
月
第
一
土
曜
日
に
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
で
活
動
中
。

興
味
の
あ
る
人
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。（
長
﨑　

☎
７
７
５
・
２
５
８
３
）

子
ど
も
緑
の
教
室

看
護
職
員
求
人
求
職
合
同
面
談
会

マ
ル
チ
商
法
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談
会

裁
判
所
職
員
採
用
試
験

福
岡
県
町
村
会
職
員
採
用
試
験

介
護
職
員
初
任
者
研
修

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

試

験
　

７月は“社会を明るくする運動”
強調月間

　すべての国民が、犯罪や非行の防止
と立ち直りについて考え、それぞれの
立場で力を合わせて犯罪や非行のない
地域社会を築こうという国民運動です。
安全で安心して暮らせるまちをつくる
ためは、そこに暮らす地域の人が、犯
罪や非行の防止と更生を地域の問題と
して考え､地域づくりに参加していく
ことが欠かせません。
　立ち直りを支え、犯罪や非行を防止
し、明るい社会を築きましょう。

粕屋保護区保護司会須恵支部




